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子ども自身への視点
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子ども自身への視点の重要性

● 特に近年、自殺や不登校等々、子ど
ものこころに関する課題が多い

● 子どものこころに対して予防的に関
わる視点が必要とされているのでは

● 今一度、こどものこころの健康の定
義等、議論を深めるべきタイミング
ではないか

参考：令和５年度こども・子育て支援推進
調査研究事業　こどもの心の健康に関する
調査研究事業　報告書

子どもを守るために、関わる人たち、仕組
みを整えることは非常に重要

CDR(Child Death 
Review :こどもの
死亡検証)

妊婦健診に係
る経済的負担
の軽減

プレコンセプ
ションケア

子ども自身への視点は足りているか

提案：当分科会にて子どものこころを重点課題として取り上げるのはいかがか



confidential

妊産婦支援
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妊産婦の声および検討会でのご意見

専門家による伴走支援の必要性とニーズが明らかになっている
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専門家は減少

小児科医
35歳未満で減少

標榜診療所16%減少*

産婦人科医
全体で減少

標榜診療所20%減少*

*小児科、産婦人科診療所　2008年から2020年の変化　https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/iryosd/21/dl/02sisetu03.pdf
** 地方公務員は足りているか ─地方自治体の人手不足の現状把握と課題─  日本総研　https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/jrireview/pdf/12542.pdf

自治体職員
2035年予想

充足率87.9%へ⬇**

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/iryosd/21/dl/02sisetu03.pdf
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今、現場で起きていること

1. 【前提】 「専門家による伴走支援」が必要。しかし、専門家が
減少している現状がある

2. 【社会の変化】 現状の克服のため、世の中全体で「オンライン
活用」の機運が高まっている

3. 【市場の混乱】 この流れを受け、オンライン支援をうたう事業
者が急激に増加（乱立）している

4. 【担当者の課題】 自治体の担当者は、玉石混交の事業者の中か
ら、どこが本当に信頼できるのか「選び方がわからない」という
問題に直面している

5. 【望ましくないが実際に起きている結果】 結局、専門家ではな
い人と住民を繋ぐような事業者と契約してしまうケースが発生し
ている
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他社事例

山田　太郎

専門分野
呼吸器内科・耳鼻咽喉科・心療内科・脳神経外科・整形外
科・消化器内科・循環器内科・歯科・小児外科・皮膚科・
糖尿病内科・泌尿器科・腎臓内科・眼科・産婦人科・精神
科・リハビリテーション科・内分泌内科・救急科・歯科・
感染症内科・小児科・放射線科・形成外科・肝臓内科・婦
人科・脳神経内科・アレルギー科・外科・総合診療科

3つ以上の診療科を標榜している医師も複数
在籍。分野を多く記載することで、絞り込み
検索でも表示されやすくなる

実際の事例

このような事業者が”母子保健”施策とし
て導入され、”母子保健対策強化事業”の

補助金が適用されている
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自治体への”推奨要件”の周知

ガイドライン
遵守

医師以外が、個別の医学的判断を伴った助言をしていないか？

医師は、３つ以上の診療科を標榜していないか？

医療者による相談対応の質の管理体制があるか？

ハイリスクな住民が自治体へ共有される仕組みがあるか？

住民への貢献を示した客観的なエビデンスがあるか？

相談の
質の担保

自治体への
連携

エビデンス

提案：自治体に対して、下記の「推奨要件」を示すのはどうか
ー住民の安全確保と補助金・施策の適正執行に向けた、オンライン相談の

『推奨要件』の整理・啓発の必要性ー



confidential




